
マークのある記事にスマホやタブレットを
かざすと動画が見られます！（見方はP8）

久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来

久之浜中野球部　4年ぶりに部活動再開
　4年ぶりに部活動を再開した久之浜中学校
野球部。吉田蓮主将ら7名の1年生部員が練
習に励んでいます。週末には、赤井中、好間中
との連合チームを組み合同練習。また、久之
浜一小ソフトボールクラブも部員が増え、来
年は単独での大会参加が期待されます。

表紙からMessage 各地区トピックス

地区の歴史と文化を再確認‥‥‥‥２

大正時代の道標を移設‥‥‥‥‥‥３

どんぐり植樹のお知らせ‥‥‥‥‥４

自己救命方法を学ぶ‥‥‥‥‥‥‥５

生まれ変わったグラウンド‥‥‥‥６

ふるさとダイアリー‥‥‥‥‥‥‥７
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ふるさとだよりの記事が動画でも見られます！
iPhone/iPad
「AppSTORE」

から

Android
「Google Play」

から

COCOAR

アプリを
ダウンロード

②インストール後、アプリを起動すると
　右記のマークが表示されます。
③このマークをタップします。
④画像をスキャンします
⑤認識するとコンテンツが表示されます。

※画像に光が反射しないよ
うにスキャンしてください！

① 注）ネット環境によって表示に
時間がかかる場合があります。

お知らせ ふるさとPICK UP

震災に関する記録を調査しています

住まいと暮らしの
再建相談会
日時／11月27日(日)
　①10:00 ②13:00
　③15:00 (各90分程度)
場所／勿来市民会館
定員／9組(各時間3組)
　◆お申し込みは開催日の3日
　前まで。

【問い合わせ】市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

海あるき町あるき
江名の町再発見
日時／10月30日(日)
　　　9:00～
場所／江名港

第33回うえだバンド
フェスティバル
日時／11月6日(日)
　　　13:00～
場所／勿来市民会館

 

茶話会でリラックス
　市は、震災の記憶や教訓を後世に継承してい
くことを目的とした「いわき市震災メモリアル事
業」に取り組んでいます。その一環として、いわ
き明星大学震災アーカイブ室がいわき市からの
委託を受け、震災関連資料の所在調査を行って
います。震災関連資料をお持ちで、貸出などで協
力可能な方は、下記の問い合わせ先へ、ご連絡く
ださい。市民のみなさん一人ひとりがお持ちの記
録が、地域の記録を作り上げます。市民のみなさ
まのご協力をお願いいたします。
【調査しているもの】
①東日本大震災の被害、災害対応、避難者、被災
　者の生活、復旧・復興の過程を示す紙資料（文
　書、ビラ、チラシ、ノート、メモ、文集など）
②モノ（災害の痕跡を直接的にとどめている現
　物）など。
【問い合わせ】
いわき明星大学震災アーカイブ室
（地域連携室内）　☎070-2667-1343

市総合防災訓練の実施について
　市では、11月5日(土)に市内全域を対象とした
防災訓練を実施します。午前8時30分に防災無
線からサイレンが流れるほか、エリアメールやＦ
Ｍいわきでの緊急割り込み放送にて開始。沿岸
部では津波を、内陸部では土砂災害や河川氾濫
を想定し、各地区の実情に合わせて行う予定です。
※遠野地区においては、10月29日(土)に実施。
【問い合わせ】
市危機管理課　☎0246-22-1242

　9月7日、中央台高
久第一応急仮設住宅
集会所で茶話会が開
かれました。明治学院
大の学生20名も訪れ、
お茶を飲みながら住民
と交流を深めました。

ふるさと伝言板

８

10

　四倉地区には、昔話としても有名な浦島太郎の
一説とされる、浦島伝説が言い伝えられています。
昔、下仁井田の諏訪神社には、浦島太郎となる仁井
田重兵衛の屋敷があったとされ、浦島伝説の誕生
地となっています。
　いじめられていた亀を助け、竜宮に招待された浦
島が、陸に戻り土産にもらった玉手箱を開けると老
人になってしまうという物語ですが、浦島伝説にま
つわる地は全国に点在しており、各地で様々な諸説
が言い伝えられています。

四倉に眠る、浦島伝説
なるほど！いわきの歴史コーナー

プチ講座 Part.14

集会所を見学する明治学院大学生

音楽で心に癒しを
　9月22日、内郷砂子
田団地集会所に長野
県のボランティアグル
ープ「音だまくらぶ」が
訪れ、今年度初の交流
会としてミニコンサー
トが開催されました。 リクエストに応じ歌や演奏を披露

▲神社の建立前、浦島が住んでい
　たとされる、下仁井田諏訪神社

町の象徴となっている亀。
四ッ倉駅には像もあります▶
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楽しい化石の世界

久之浜・大久 HISANOHAMA
OHISA

ふる
さ
と
の

未
来へ
向
けて野菜などの放射線量計測のデモンス

トレーション

話に興味津々の子どもたち

　
末
続
行
政
区（
高
木
宏
区
長
）が
、

地
区
住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
進
め
て
い
る
「
放
射
線
へ
の
理

解
を
深
め
る
地
域
モ
デ
ル
事
業
」。

一
昨
年
１
月
か
ら
始
ま
り
、
個
人

線
量
計
で
外
部
被
ば
く
線
量
を
計

測
。加
え
て
、定
期
的
に
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
検
査
を
受

け
、
内
部
被
ば
く
の
検
査
も
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、毎
週
火
曜
日
に

は
、
家
庭
菜
園
で
穫
れ
た
野
菜
な

ど
食
品
の
放
射
性
物
質
検
査
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
来
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め

の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
国
内
外

か
ら
、
多
く
の
見
学
者
が
末
続
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

放
射
線
へ
の
理
解
を
深
め

不
安
の
解
消
へ

月見団子も飾られ賑わう会場

浜風商店街　十五夜祭
　9月17日、浜風商店街で
十五夜祭が開かれました。月
は雲のなかに隠れていました
が、子どもたちは餅つきや雨
中の花火に大興奮。楽しい
時を過ごしました。

久之浜・大久ピックアップ

　
９
月
28
日
、
久
之
浜
公
民
館
前
期
市

民
講
座
「
再
発
見
！
久
之
浜
・
大
久
の

歴
史
」
の
５
回
目
、
「
久
之
浜
・
大
久

地
区
の
遺
跡
探
訪
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
19
名
の
参
加
者
は
、
化
石
の
宝
庫
で

あ
る
地
層
「
双
葉
層
群
」
、
縄
文
時
代

の
集
落
跡
「
連
郷
遺
跡
」
、
市
内
初
の

木
炭
窯
跡
「
磐
出
館
跡
」
、
震
災
復
興

土
地
区
画
整
理
事
業
で
姿
を
現
し
た
縄

文
時
代
か
ら
中
世
の
集
落
跡
「
久
之
浜

条
里
跡
」
に
つ
い
て
、
講
座
で
学
ん
だ

歴
史
を
、
自
分
の
目
で
確
か
め
ま
し
た
。

　
10
月
か
ら
は
、
主
に
子
ど
も
が
対
象

の
体
験
中
心
の
地
域
学
講
座
も
始
ま
り
、

復
興
そ
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
向

け
、
久
之
浜
・
大
久
の
歴
史
や
文
化
の

再
確
認
も
進
ん
で
い
ま
す
。

久
之
浜
・
大
久
の
歴
史
や
文
化
を
再
確
認

い
わ
　で
　た
て
あ
と

れ
ん
ご
う

秋の味覚と祭りを堪能

バイパス工事で姿を現した、前上
ノ山遺跡の場所を確認

市アンモナイトセンターで8,900
万年前の地層を見学大きく育った見事な梨

除染廃棄物の仮置き場を見学す
る国内外の高校生たち

　９月５日、市アンモナイト
センター化石講演会が開か
れ、市石炭・化石館学芸員
の菜花智さんを講師に、化
石の基礎知識やいわき産出
化石の魅力を学びました。

　9月18日、久之浜・大久地
域づくり協議会の石川町視
察旅行が行われました。梨
狩りで秋の味覚を堪能した
後、石都々古和気神社の神
輿パレードを見学しました。

い　わ　つ　つ　こ　わ　け
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四倉ピックアップ

音楽祭に響くハーモニー

四　倉       YOTSUKURA

ふる
さ
と
の

未
来へ
向
けて

練習の成果を発揮した大浦小

　
防
災
緑
地
の
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
四
倉
海
岸
で
、
昨
年
11
月
、

四
倉
ふ
れ
あ
い
市
民
会
議
と
四
倉

小
の
６
年
生
が
、
工
事
区
域
外
へ

希
少
植
物
ハ
マ
ゴ
ウ
を
移
し
替
え
、

今
夏
、
無
事
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。

　
若
手
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

「
ヨ
ツ
ク
ラ
ム
ジ
カ
ヘ
ッ
ズ
」
に

よ
る
「
新
町
歩
行
者
天
国
」
が
昨

年
に
引
き
続
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
商
店
街
に
は
模
擬
店
や

子
ど
も
遊
び
広
場
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
来
場
者
は
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で

盆
踊
り
や
四
倉
音
頭
を
踊
っ
た
ほ

か
、
和
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
じ

ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
な
ど
の
多
彩

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
会
場
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

今
夏
も
ハ
マ
ゴ
ウ
が
咲
く

　9月7日、四倉・久之浜、小
川・川前方部小学校連合音
楽祭がいわき芸術文化交流
館アリオスの大ホールで開
かれ、11校が参加しました。
このうち大浦小の4年生35
名は人気ゲームのテーマ曲
を堂 と々発表し、四倉小の4
年生55名は人気テレビドラ
マのテーマ曲を力強く演奏し
て、会場を魅了しました。

元気いっぱい運動会

心をひとつに演奏した四倉小

綱引きをする紅組の園児たち

　9月24日、四倉保育所で
運動会が開かれ、ひよこ組か
らさくら組までの園児約90
名が、かけっこや騎馬戦、玉
入れ、綱引きなどで熱戦を
繰り広げました。

新
町
ホ
コ
天
、今
年
も
大
賑
わ
い

音楽に合わせて、盆踊り
と四倉音頭を踊る来場者

海岸から駐車場脇のヤシ並木に
移植されたハマゴウ

道標を設置した鈴木四郎さ
ん（左）と、鈴木洋一校長

　
津
波
で
被
災
し
た
新
町
地
区
の

住
宅
地
に
あ
っ
た
石
柱
の
道
標
が
、

７
月
28
日
、
四
倉
小
に
移
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
道
標
は
白
御
影
石
で
、
高
さ
は

約
1
・
5
ｍ
。
「
國
道 

久
之
濱
ヲ

経
テ
仙
臺
方
面
ニ
至
ル
」
「
國
道 

停
車
場
乃
平
方
面
ニ
至
ル
」
「
皇

太
子
殿
下
御
渡
歐
記
念 

大
正
十
年

三
月
三
日 

四
倉
消
防
組
第
１
部
」

な
ど
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
震
災
後
、
壊
れ
た
建
物
な
ど
の

撤
去
が
進
む
な
か
、
道
標
は
そ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
、
郷

土
史
に
詳
し
い
町
内
在
住
の
緑
川

健
さ
ん
が
、
「
処
分
は
簡
単
だ
が
、

別
の
場
所
で
保
存
で
き
な
い
も
の

か
」
と
考
え
、
区
長
を
通
し
て
土

地
の
所
有
者
の
了
解
を
取
り
付
け

ま
し
た
。

　
そ
し
て
四
倉
小
の
鈴
木
洋
一
校

長
の
快
諾
を
得
て
、
校
庭
に
あ
る

岩
石
園
の
そ
ば
に
移
す
こ
と
に
な

り
、
運
搬
と
設
置
に
は
、
緑
川
さ

ん
と
親
交
が
あ
っ
た
石
材
業
の
鈴

木
四
郎
さ
ん
が
、
「
先
人
の
残
し

た
貴
重
な
物
を
後
世
に
残
し
て
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
、
協
力
し
ま

し
た
。

　
約
１
０
０
年
前
の
道
標
は
、
場

所
を
新
た
に
し
て
こ
れ
か
ら
も
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

大
正
時
代
の
道
標
を
移
設

せ
ん
　だい
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平        T　A　I　R　A

ふる
さ
と
の

未
来へ
向
けて

　
沼
ノ
内
地
区
の
県
道
沿
い
に
新

し
く
寿
司
店
が
開
店
し
ま
し
た
。

震
災
前
に
豊
間
地
区
に
あ
っ
た
ひ

さ
ご
寿
司
で
す
。
店
主
の
鈴
木
好

高
さ
ん
は
、
津
波
で
豊
間
の
店
舗

と
薄
磯
の
自
宅
を
流
さ
れ
て
し
ま

い
、
一
時
は
再
開
を
断
念
し
た
こ

と
も
。
し
か
し
、
１
年
が
経
過
し
、

「
再
開
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

よ
」
と
い
う
常
連
客
の
声
を
聞
き
、

前
に
進
も
う
と
決
め
た
そ
う
で
す
。

　
移
転
し
て
の
再
開
に
際
し
、
当

初
は
家
族
も
反
対
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
た
に
物
件
も
見
つ
か
り
、

今
年
７
月
末
に
開
店
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
活
気
あ
ふ
れ
る
店
内
に
は
震
災

前
の
常
連
さ
ん
た
ち
も
顔
を
揃
え

て
い
ま
し
た
。
「
背
中
を
押
し
て

く
れ
た
お
客
様
に
感
謝
し
な
が
ら
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
鈴
木
さ

ん
は
想
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
平
成

25
年
に
、
地
域
住
民
や
行
政
、
U
R
都
市

機
構
が
始
め
た
も
の
で
す
。
高
台
整
備
で

里
山
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
里
山

の
ど
ん
ぐ
り
を
集
め
、
苗
木
を
採
取
し
て

育
て
る
な
ど
、
里
山
の
遺
伝
子
を
残
そ
う

と
い
う
取
り
組
み
。
３
年
間
育
て
た
苗
木

を
植
え
る
植
樹
祭
を
11
月
20
日
、
豊
間
・

薄
磯
地
区
の
防
災
緑
地
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

豊
間
の
寿
司
店
が
沼
ノ
内
で
再
開

「
豊
間
・
薄
磯
防
災
緑
地
植
樹
祭
」
の
お
知
ら
せ

平ピックアップ

カウンター席は常連さんたち
とのコミュニケーションの場

15回目の検討会議

集会所で美声を競う参加者

ふるさとの復興への思いを話
し合う参加者たち

　９月16日、薄磯地区の修
徳院で薄磯地区復興検討会
議が住民、行政合わせて約
30名の参加で行われ、震災
メモリアルや町の景観などに
ついて話し合いました。

とよマルシェでイベント
　９月18日、とよマルシェで
第2回カラオケ大会が行われ
ました。雨のため豊間団地集
会所に会場を移し、開催され
ました。

望洋荘祭り

毎回楽しみにしている入所者
のみなさん

　９月18日、豊間地区の介
護老人福祉施設、望洋荘で
「望洋荘祭り」が開催され、
入所者や家族、近隣住民で
賑わいました。

「どんぐりプロジェクト」の一環で豊
間小でどんぐりを植える生徒たち

地域外からの参加も可能です

問い合わせ
UR都市機構：
☎0246-28-4031
栗城、光田まで

沼ノ内団地の向かいに移
転したひさご寿司
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小名浜ピックアップ

　

小名浜       O N A H A M A

ふる
さ
と
の

未
来へ
向
けて

　
平
成
30
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
、
小
名
浜
港
背
後
地
に
建
設

さ
れ
る
「(

仮
称)

イ
オ
ン
モ
ー
ル

い
わ
き
小
名
浜
」
の
起
工
式
が
８

月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
防
災
拠
点
モ
ー
ル
と

な
る
同
施
設
の
建
設
に
伴
い
、
避

難
経
路
と
し
て
平
成
26
年
12
月
よ

り
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
と
は
、
歩
道
か
ら
車
道

を
跨
い
で
、
店
内
の
２
階
部
分
へ

と
繋
が
る
通
路
の
こ
と
で
、
市
内

で
は
い
わ
き
駅
前
に
も
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
同
デ
ッ
キ
は
災
害
時
、
迅
速
に

一
時
避
難
ビ
ル
内
に
避
難
で
き
る

よ
う
、
南
・
北
・
西
側
の
３
ヵ
所

に
設
置
さ
れ
、
完
成
は
平
成
29
年

３
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

避
難
経
路
と
し
て

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
整
備

今
年
最
後
の
水
泳
学
習

自
己
救
命
方
法
を
学
ぶ

整備中の北側ペデストリアンデッキ。写真左側に「(仮称)イ
オンモールいわき小名浜」が建設されます（平成28年9月
17日撮影）

夏休みの思い出づくり

　　
９
月
９
日
、永
崎
小
で
福
島
海
上
保

安
部
の
海
難
防
止
安
全
講
習
が
行
わ
れ
、

６
年
生
46
名
が
参
加
し
ま
し
た
。同
保

安
部
は
、今
年
の
夏
に
県
内
で
海
浜
事

故
が
８
件
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、海
の

事
故
防
止
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、同
保
安
部
の
講
習
担
当

者
が
事
故
防
止
の
説
明
を
行
い
、落
水

事
故
が
発
生
し
た
時
の
対
処
方
法
と
１

１
８
番
へ
の
緊
急
連
絡
手
段
の
実
演
を

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
は
服
を
着
た
ま

ま
で
水
中
に
入
り
、濡
れ
た
時
の
重
さ

を
体
験
。２
L
の
ペッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ

た
浮
力
練
習
な
ど
に
も
真
剣
に
取
り
組

み
、海
の
事
故
か
ら
命
を
守
る
方
法
を

学
び
ま
し
た
。

福島海上保安部の方が海難事故に
ついての注意を説明

着衣水泳訓練で濡れた服の重さに
驚く子どもたち

心に響く、音楽祭

息の合った演奏で会場を魅了
する永崎小

　9月23日、小名浜方部小
学校音楽祭が、小名浜市民
会館で行われました。小名
浜地区の小学校11校の子ど
もたちが参加し、合唱や合
奏、和太鼓を披露。子どもた
ちは、心をひとつにして、日
頃の練習の成果を発表しま
した。

元気モリモリ運動会

元気よく演奏する江名小の子
どもたち

ひまわり・そら組の園児による
バルーン競技に大歓声

　9月25日、江名幼稚園の
園庭で運動会が行われまし
た。全園児による体操のほか、
個人や団体競技、親子競技
やダンスが行われ、園児たち
は元気いっぱい頑張りました。

永崎小　

ま
た
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勿　来       N  A  K  O  S  O

ふる
さ
と
の

未
来へ
向
けて

　
９
月
26
日
、
第
19
回
勿
来
と
双

葉
の
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ン
事
業
が
、
双
葉
町
役
場
い
わ
き

事
務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
に
実
施
さ
れ
た
短
歌

の
勉
強
会
で
講
師
を
務
め
た
、
伊

藤
正
幸
さ
ん
か
ら
短
歌
の
説
明
が

行
わ
れ
た
の
ち
、
８
月
末
ま
で
募

集
を
し
て
集
ま
っ
た
、
か
る
た
の

読
み
札
と
な
る
短
歌
３
２
３
首
の

中
か
ら
、
一
般
の
部
と
小
・
中
学

生
の
部
に
分
け
て
投
票
。
10
月
４

日
に
は
集
計
と
選
考
が
行
わ
れ
、

決
定
し
た
読
み
札
の
修
正
や
、
採

用
者
と
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
岩
間
町
で
整
備
が
進
む
防
災
緑

地
に
は
、
津
波
に
よ
り
破
壊
さ
れ

た
同
町
の
海
岸
堤
防
の
一
部
を
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
利
用
す
る

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
５
日
、
こ
れ
ま
で
県
道
脇

に
仮
置
き
さ
れ
て
い
た
海
岸
堤
防

の
一
部
が
、
防
災
緑
地
内
の
設
置

場
所
へ
と
移
動
さ
れ
ま
し
た
。

　
震
災
に
よ
り
、
昨
年
10
月
か
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
、
磐
城
農
業
高
校
。
そ
の
間
、
生
徒

た
ち
は
勿
来
高
校
ま
で
バ
ス
や
自
転
車

で
移
動
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
借
り
て
授

業
や
部
活
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
８
月
、
よ
う
や
く
改
修
工
事
が

完
了
。
８
月
27
日
に
は
、
安
全
祈
願
祭

お
よ
び
、
同
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
福

島
明
成
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
と
の
、

こ
け
ら
落
と
し
試
合
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
か
ら
は
新
た
に
整
備
さ

れ
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
も
開
始
。

渡
辺
譲
治
校
長
は
「
校
庭
か
ら
生
徒
た

ち
の
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
や
っ
と
学

校
ら
し
い
生
活
に
な
っ
た
と
思
う
。
生

徒
た
ち
に
は
、
新
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

使
え
な
か
っ
た
先
輩
た
ち
の
分
ま
で
、

思
う
存
分
に
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
喜

び
を
噛
み
締
め
ま
し
た
。

勿
来
か
る
た
ん
か

読
み
札
を
選
考

岩
間
町
海
岸
堤
防
の一部

設
置
場
所
へ
移
動

生
ま
れ
変
わ
っ
た

　
　
　
　グ
ラ
ウ
ン
ド

震
災
か
ら
５
年
半

勿来ピックアップ

こけら落とし試合の様子

「これまで移動にかけていた時
間が練習にあてられるので、日
々頑張りたい」と意気込む、同
校野球部の工藤雅生主将

自分だけのアクセサリー作り

完成した作品を腕にはめ笑顔

　9月8日、市公営住宅四沢
団地に曹洞宗のみなさんが
訪れました。今回はオリジナ
ルのブレスレットを制作。最
後には紙芝居も披露され、
和やかな時間を過ごしました。

美しい音色とともに訪れる秋

心ひとつに、練習の成果を披露

今回で10年目を迎えた演奏会

練習の成果を堂 と々披露

　9月30日、勿来・遠野・田人
方部小学校音楽祭が、勿来
市民会館で行われ、同方部に
所属する12校の小学校児童
による、歌や演奏が披露され
ました。

基礎に設置された、長さ約10ｍ、
重さ約63ｔの海岸堤防

　9月22日、「秋風と管楽の
響き～サクソフォーン・アンサ
ンブルの調べ～」と題し、市内
在住の演奏家「IBCサクソフ
ォンアンサンブル」による演奏
会が、勿来の関公園「吹風
殿」で 開催されました。
でん

すい ふう　
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　豊間小のPTA主催で行われている特別授業「豊
間アカデミー」。昨年も実施された福島高専のロボッ
ト体験授業が、9月16日に体育館で児童14名が参
加して行われました。

　9月4日、地区の五穀豊穣や無病息災を願い、岡
小名ささら保存会のみなさんが棒術と三匹獅子舞
を奉納しました。また、いわき居合道部会による居合
道の演武や、わかぎ幼稚園児によるイギリスの伝統
芸能メイポールダンスが披露されました。

　９月７日、いわき芸術文化交流館アリオス大ホール
で、四倉・久之浜、小川・川前方部小学校連合音楽
祭が開かれました。久之浜一小は、４年生25名が楽
しく演奏。久之浜二小は１年生から4年生までの11
名が一生懸命演奏しました。

展示会に向け、

　　　　作品を
制作

親子で目指す、竹馬名人！

小名浜鎮守
　　諏訪神社で

例大祭

平

勿来

小名浜

四倉 地域ふれあい会開催

復興を願う凧揚げ

豊間アカデミー特別授業

　9月13日、大浦小に地域
のみなさんを講師として招
き、児童たちが竹細工、あや
とり、絵手紙、グラウンドゴ
ルフ、囲碁・将棋などの講座
を受講しました。

　9月25日、四倉海岸で「第
21回いわき凧揚げ大会」が
開かれ、県内外から多くの参
加者が来場し、市内の保育所
による連凧の競演や凧作り教
室もありました。

大舞台で演奏
を披露久之浜・

大久

おもちゃの交換会

　9月25日、チャイルドハウ
スふくまるで、「かえっこバ
ザール」が開かれ、子どもた
ちが遊ばなくなったおもちゃ
や、読まなくなった絵本など
を持ち寄り、好きなおもちゃ
や絵本と交換しました。

　なこそ交流スペースで毎週
火曜日に行われている岩間町
サロン。10月22日に平体育館
で開催される「いわき大交流
フェスタ」へ向け、つるし雛な
どの制作を進めました。

　9月4日、植田小校庭で
親子竹馬教室が行われま
した。練習後には竹馬検定
も実施され、27名の参加者
のうち24名が挑戦。応援し
合いながら、検定合格を目
指しました。

久之浜一小 久之浜二小

ステップを踏みながら楽しく演奏

青空を彩る連凧の競演

ロボットの仕組みを教えてもらう児童たち

手際良いお母さん方

実際にロボットを操作させて
もらいました

1年生2名も一生懸命に演
奏

おもちゃを選ぶ子どもたち

上手に乗れました 保存会メンバーによる棒術
園児たちのダンスに大歓声

講師にあやとりを教わる児
童



マークのある記事にスマホやタブレットを
かざすと動画が見られます！（見方はP8）

久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来

久之浜中野球部　4年ぶりに部活動再開
　4年ぶりに部活動を再開した久之浜中学校
野球部。吉田蓮主将ら7名の1年生部員が練
習に励んでいます。週末には、赤井中、好間中
との連合チームを組み合同練習。また、久之
浜一小ソフトボールクラブも部員が増え、来
年は単独での大会参加が期待されます。

表紙からMessage 各地区トピックス

地区の歴史と文化を再確認‥‥‥‥２

大正時代の道標を移設‥‥‥‥‥‥３

どんぐり植樹のお知らせ‥‥‥‥‥４

自己救命方法を学ぶ‥‥‥‥‥‥‥５

生まれ変わったグラウンド‥‥‥‥６

ふるさとダイアリー‥‥‥‥‥‥‥７
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ふるさとだよりの記事が動画でも見られます！
iPhone/iPad
「AppSTORE」

から

Android
「Google Play」

から

COCOAR

アプリを
ダウンロード

②インストール後、アプリを起動すると
　右記のマークが表示されます。
③このマークをタップします。
④画像をスキャンします
⑤認識するとコンテンツが表示されます。

※画像に光が反射しないよ
うにスキャンしてください！

① 注）ネット環境によって表示に
時間がかかる場合があります。

お知らせ ふるさとPICK UP

震災に関する記録を調査しています

住まいと暮らしの
再建相談会
日時／11月27日(日)
　①10:00 ②13:00
　③15:00 (各90分程度)
場所／勿来市民会館
定員／9組(各時間3組)
　◆お申し込みは開催日の3日
　前まで。

【問い合わせ】市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

海あるき町あるき
江名の町再発見
日時／10月30日(日)
　　　9:00～
場所／江名港

第33回うえだバンド
フェスティバル
日時／11月6日(日)
　　　13:00～
場所／勿来市民会館

 

茶話会でリラックス
　市は、震災の記憶や教訓を後世に継承してい
くことを目的とした「いわき市震災メモリアル事
業」に取り組んでいます。その一環として、いわ
き明星大学震災アーカイブ室がいわき市からの
委託を受け、震災関連資料の所在調査を行って
います。震災関連資料をお持ちで、貸出などで協
力可能な方は、下記の問い合わせ先へ、ご連絡く
ださい。市民のみなさん一人ひとりがお持ちの記
録が、地域の記録を作り上げます。市民のみなさ
まのご協力をお願いいたします。
【調査しているもの】
①東日本大震災の被害、災害対応、避難者、被災
　者の生活、復旧・復興の過程を示す紙資料（文
　書、ビラ、チラシ、ノート、メモ、文集など）
②モノ（災害の痕跡を直接的にとどめている現
　物）など。
【問い合わせ】
いわき明星大学震災アーカイブ室
（地域連携室内）　☎070-2667-1343

市総合防災訓練の実施について
　市では、11月5日(土)に市内全域を対象とした
防災訓練を実施します。午前8時30分に防災無
線からサイレンが流れるほか、エリアメールやＦ
Ｍいわきでの緊急割り込み放送にて開始。沿岸
部では津波を、内陸部では土砂災害や河川氾濫
を想定し、各地区の実情に合わせて行う予定です。
※遠野地区においては、10月29日(土)に実施。
【問い合わせ】
市危機管理課　☎0246-22-1242

　9月7日、中央台高
久第一応急仮設住宅
集会所で茶話会が開
かれました。明治学院
大の学生20名も訪れ、
お茶を飲みながら住民
と交流を深めました。

ふるさと伝言板

８

10

　四倉地区には、昔話としても有名な浦島太郎の
一説とされる、浦島伝説が言い伝えられています。
昔、下仁井田の諏訪神社には、浦島太郎となる仁井
田重兵衛の屋敷があったとされ、浦島伝説の誕生
地となっています。
　いじめられていた亀を助け、竜宮に招待された浦
島が、陸に戻り土産にもらった玉手箱を開けると老
人になってしまうという物語ですが、浦島伝説にま
つわる地は全国に点在しており、各地で様々な諸説
が言い伝えられています。

四倉に眠る、浦島伝説
なるほど！いわきの歴史コーナー

プチ講座 Part.14

集会所を見学する明治学院大学生

音楽で心に癒しを
　9月22日、内郷砂子
田団地集会所に長野
県のボランティアグル
ープ「音だまくらぶ」が
訪れ、今年度初の交流
会としてミニコンサー
トが開催されました。 リクエストに応じ歌や演奏を披露

▲神社の建立前、浦島が住んでい
　たとされる、下仁井田諏訪神社

町の象徴となっている亀。
四ッ倉駅には像もあります▶
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